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あしたもオカピ 
斉藤 倫 作 偕成社 ９１３－サ 

オカピはシカやウマににていますが、しましまがあしとおしりにあります。よく見
み

るとちょっ

とだけつのもあるし、みょうにながいしたもあるふしぎなどうぶつです。そのよる、よっつにわ

れたようなよつば月
づき

がでていました。オカピはしいくいんさんに、よつば月
づき

のよるにはどうぶつ

たちのねがいがなんでもかなうとおしえてもらいます。 

 

きつねのホイティ 
シビル・ウェッタシンハ さく まつおか きょうこ やく 福音館書店 Ｅ－ウ 

 スリランカのちいさなむらのはずれのもりに、くいしんぼうぎつねのホイティがすんでいま

した。あるばん、ホイティがなにかおいしいものはないかとむらにやってくると、アンゴウさん

のいえからとてもいいにおいがします。ホイティがつばをのみこんでいえのうらてへまわると、

ものほしばでせんたくものがかぜにはためいていました。 

 

がちょうのペチューニア 
ロジャー・デュボワザン 作 まつおか きょうこ 訳 冨山房 Ｅ－デ 

あるあさ、がちょうのペチューニアがくさちをあるいていると、じめんのうえにへんなものが

おちていました。それは、ほんでした。ペチューニアは、パンプキンさんが「ほんというものは

とてもだいじなもので、かしこくなるもの」といっていたことをおもいだし、じぶんもほんをも

ってだいじにすればかしこくなるとかんがえました。 

 

 

 

 

 

 



じゃんけんのすきな女の子 
松岡 享子 さく 学研教育出版 ９１３－マ 

 じゃんけんのとてもすきな女
おんな

の子
こ

がいました。だれとでもあさからばんまでじゃんけんです。

なにをいってもじゃんけんできめてばかりなので、おとうさんとおかあさんはすっかりはらを

たてて、もうじゃんけんをしないといいました。ある夏
なつ

の日
ひ

、女
おんな

の子
こ

がおひるねをしていると、

大
おお

きなねこが女
おんな

の子
こ

のからだの上
うえ

をのりこえてへやの中
なか

へ入
はい

ってきました。 

 

けんかのたね 
ラッセル・ホーバン 作 小宮 由 訳 岩波書店 ９３３－ホ 

ある日
ひ

、お父
とう

さんが家
いえ

にかえってくると、いぬのボンゾーがねこのプッスにほえ、四人
よ に ん

の子
こ

ど

もたちが大
おお

げんかをしていました。お母
かあ

さんは子
こ

どもたちに大きな
おお    

声
こえ

で「やめなさい！」とさけ

んでいますが、子
こ

どもたちはけんかをやめません。お父
とう

さんはお母さん
  かあ    

に「いったいどうしたん

だ？」とききました。 

 

 

こぎつねコンとこだぬきポン 
松野 正子 文 二俣 英五郎 画 童心社 Ｅ－フ 

つばき山
やま

にすんでいるこぎつねコンがうたいながらあそんでいました。うたは「あのこにあげ

よ…」でおわります。コンがおかあさんに「あのこって、だぁれ？」ときくと、おかあさんはと

もだちのことだとおしえてくれました。つばき山
やま

にはコンたちかぞくのほか、きつねはだれもす

んでいません。コンはともだちをさがしにいくことにしました。 

 

おそばのくきはなぜあかい 
石井 桃子 文 初山 滋 え 岩波書店 Ｅ－ハ 

 おおむかし、くさや木
き

がまだくちをきいていたころのおはなしです。ふゆのさむい日
ひ

、おそば

とむぎがかわのそばではなしをしていました。そこへ、としとったおじいさんがつえをついてや

ってきて、むぎとそばに、わたしをおぶってかわのむこうぎしへわたしてほしいといいました。 

 

 

 

 

 



パンのかけらとちいさなあくま 
内田 莉莎子 再話 堀内 誠一 画 福音館書店 Ｅ－ホ 

あるひ、びんぼうなきこりが、ちいさなパンのかけらをきりかぶのうえにおいてしごとをして

いました。そこへちいさなあくまが、ひょっこりかおをだし、ひょいときこりのパンをさらって

すみかにとんでかえってしまいます。ちいさなあくまが、きこりのパンをさらってきたことをと

くいがおではなすと、おおきなあくまたちはかんかんになっておこりました。 

 

おかし 
なかがわ りえこ ぶん 福音館書店 ５９６－ナ 

 なおきは３年生
ねんせい

の男
おとこ

の子
こ

です。ドッジボールチームのキャプテンです。でも、ドッジボール

より三
さん

度
ど

のごはんより「おかし」がもっとすきです。おかしは、ひとつひとつ色
いろ

もかたちもちが

うし、外国
がいこく

の名前
な ま え

のついたものもあります。おいわいや仲
なか

なおりなどいろいろな役目
や く め

があり、お

となも子
こ

どももなかよくたのしく暮
く

らせるように、おかしは、いっしょうけんめいくふうをして

います。 

 

なぞなぞあそびうた 
角野 栄子 さく のら書店 ９１１－カ 

 あな みっつ  

ふたつに あしくぐり  

ひとつに おなかくぐり 

なぞなぞであそびませんか。わからないときは、声
こえ

にだして読
よ

んでみましょう！本
ほん

のうしろの

ページになぞなぞの答え
こた  

ものっています。 

 

 

 

 

 

 


